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Ⅰ 研究主題について                         御船中学校 

 １ 研究主題 

「『わかる』『できる』『興味が高まる』授業の創造～ＳＭＡＲＴな授業実践と家

庭学習の連携を通して～」 

 ２ 研究主題設定の理由 

 （１）学校教育目標の具現化を図るために 

    本校の教育目標は「ふるさとに誇りをもち、夢の実現に向けて共に努力す

る生徒の育成」である。学校教育目標の具現化のために「学力の向上」は大

きな重点事項であり、学校総体で取り組んでいかなければならない。昨年度

の１１月の校内アンケートでは次のような生徒の実態が見られた。（資料１） 

 

【項目】「平日は、家庭学習をどのくらいしていますか。」 

家庭学習時間 現中学２年 現中学３年 

◯２時間以上 １１．６％ １６．１％ 

◯１～２時間 ３１．９％ ３９．４％ 

◯３０分～１時間 ５０．０％ ３３．６％ 

◯３０分より少ない ５．１％ ８.０％ 

◯家庭学習をしていない １．４％ ２.９％ 

 

 

以上のことより、本校の生徒は授業で学習した内容の定着を図るための家 

庭学習の時間において、１時間未満の生徒が中学３年生には４４．５％、中 

学２年生には５６．５％いることがわかった。 

このような状態では学習に対して、「わかる」、「できる」、「興味が高 

まる」という学習の喜びも味わえず、ひいては学習意欲の低下を招いている 

ことは十分にわかる。 

以上の事柄をふまえ、意欲的に学習に取り組むためにも、また学校教育目 

資料１ 令和２年度１１月校内アンケート 
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標具現化のためにも、ＳＭＡＲＴな授業実践に取り組みながら、生徒が家庭

学習を充実する取組が必要であると考える。 

（２）社会の要請から 

   熊本県では昨年度から「熊本の学び」の取組が始まり、熊本県教育委員会

もそれぞれの学校及び地域の実態に応じた「熊本の学び」の推進を求めてい

る。本校では、４年前から熊本の学びの研究指定校として研究に取り組み、

昨年度は「御船中学校版『熊本の学び』による学力の向上」を研究主題とし

て、ＳＭＡＲＴな授業実践を行った。本研究は昨年度までの研究をさらに深

め、生徒の家庭学習の充実を図ることで、熊本県の要請に寄与するものであ

る。そこで研究主題を「『わかる』『できる』『興味が高まる』授業の創造 ～

ＳＭＡＲＴな授業実践と家庭学習の連携を通して～」とする。 

（３）研究主題の捉え方 

本研究で述べる「学力」とは、学校教育法第３０条２「生涯にわたり学習 

する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、こ 

れらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他 

の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用 

いなければならない。」の規定に沿うものである。 

また、中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援 

学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」において 

は、①知識・技能の習得、②思考力・判断力・表現力等の育成、③学びに向 

かう力・人間性等の涵養の３つを学力の要素としており、本研究では、以上 

の３要素を「御船版『熊本の学び』」を通して、向上させるものである。 

本研究は、全校生徒に対して行うアンケートや聞き取りをもって研究の成 

果とする。 

Ⅱ 研究の方法 

 １ 研究の仮説 

（１）授業において、①「わかりやすい指示や発問（シンプル＝Ｓ）」、②「生徒 

と共有した『めあて』の設定（目的・目標＝Ｍ）」、③「自力解決と協働解決 

の場の設定（アクティブ）＝Ａ」、④「定着を図る時間の確保（練習＝Ｒ）」、 

⑤「問い方を工夫したまとめ・振り返り（たしかめ＝Ｔ）」のＳＭＡＲＴを 

意識した授業を行えば、生徒は「何が分ればよいのか」、「何ができればよ 
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いのか」が明確になり、学ぶ意欲の向上につながるだろう。（資料２） 

 

 

（２）家庭学習において、「授業と関連性の高い課題の工夫」と「定着を図る時

間の確保」を行えば、学習習慣の定着と基礎学力の定着につながり、ひいて

資料２ 「御船版『熊本の学び』ＳＭＡＲＴな授業実践」リーフレット 
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は授業へ参加する意欲も高まるだろう。 

（３）教育活動において、基本的な生活習慣の確立や高い自尊感情を持たせる取

組を行えば、何事にも達成感が得られるようになり、生徒が物事に粘り強く

取り組み、ひいては学習への意欲も向上するだろう。 

２ 研究の視点 

 （１）生徒の学ぶ意欲の向上を図るために、ＳＭＡＲＴを意識した授業づくり、

授業ウォッチング月間の取組、授業の基本的姿勢の徹底、教育実践報告書の

作成を行う。 

（２）生徒の学習習慣の定着と基礎学力の定着のために、授業と関連性の高い課

題の設定と学習内容の定着を図る時間を確保する。 

（３）生徒に達成感を味わわせ、物事に粘り強く取り組ませるために、生徒会と 

連携した生活習慣の確立の取組、地域社会と連携した取組、自尊感情を高め 

るエンカウンターの取組を行う。 

 ３ 研究の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料３ 研究構想図 
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Ⅲ 研究の内容 

 １ ＳＭＡＲＴを意識した授業づくりと授業実践 

 （１）ＳＭＡＲＴを意識した授業づくり 

    ４月の校内研修において、Ｓ・Ｍ・Ａ・Ｒ・Ｔの視点を意識した授業づく 

りを行い、授業実践を行うことの確認を全教職員で行った。職員には『御船 

版「熊本の学び」ＳＭＡＲＴな授業実践』のリーフレットを配付し、共通 

理解を図った。（資料４）また、ＳＭＡＲＴを意識した授業づくりの深化の 

 資料４ 「御船版『熊本の学び』SMARTな授業実践」リーフレット Ｍ・Ａ取組例 
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ために、研究授業を４回行った。 

① Ｓ（シンプル）における授業実践 

Ｓ（シンプル）における授業実践で 

は、数学科において、メニューボード 

で活動の流れや解き方を示すことで、 

自力で解くことへの意欲を高めるこ 

と、取り組む活動を注視できるように 

することなどに取り組んだ。（資料５） 

② Ｍ（目的・目標）における授業実践 

Ｍ（目的・目標）における授業実践 

では、英語科において単元のめあて 

や単元計画を初めの時間に提示する 

ことで、単元の見通しを持たせたり、 

意欲を高めたりすること、題材のめ 

あてを生徒と共有し、生徒が単元を 

通じて課題意識を持ち続け、学びに 

向かう力を高められるようにするこ 

となどに取り組んだ。（資料６） 

  ③Ａ（アクティブ）における授業実践 

Ａ（アクティブ）における授業 

実践では、国語科においてジグソ 

ー法を取り入れ、分担を決めて１ 

つの文章を各自がじっくりと読 

む時間を設定し、それぞれの内容 

をグループ内で共有することで、 

複数の文章を読み取る活動を行 

った。（資料７） 

 

 

 

 

資料５ Ｓ（シンプル）における授業実践 

 

資料６ Ｍ（目的・目標）における授業実践 

 

資料７ Ａ（アクティブ）における授業実践 
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④ Ｒ（練習）における授業実践 

Ｒ（練習）における授業実践 

では、数学科においてグループ 

で取り組む問題について、問い 

かけや助言を教師が適切に行 

うことで、深い学びへと誘うき 

っかけを作った。その後、グル 

ープティーチャーの生徒を指 

名し、生徒が主体的にグループ   

の学習を進める中で、相互に理解 

を深めさせた。（資料８） 

⑤ Ｔ（たしかめ）における授業実践 

Ｔ（たしかめ）における授業実践 

では、国語科において毎時間の終わ 

りに振り返りを記入する時間を設 

け、充分に振り返りができている生 

徒を紹介することで、「たしかめ」と 

いう学習活動の質を高めた。（資料９） 

 

（２）授業ウォッチング月間 

    ９月から１０月の期間を授業 

ウォッチング月間として、教員が 

授業を参観することで、互いの技 

術を学び合い、授業改善を図った。 

また、参観することで、他教科で 

の生徒の学習の様子を観察するこ 

とができ、生徒理解を深めること 

もできた。（資料１０） 

 

 

 

資料８ Ｒ（練習）における授業実践 

 

資料９ Ｔ（たしかめ）における授業実践 

 

資料１０ 授業ウォッチング参観メモ 
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 （３）授業の基本的姿勢 

    昨年度に引き続き、ＳＭＡＲ 

Ｔな授業実践を進めていく上  

で、生徒の授業を受ける基本的 

な姿勢を確立することが大切で 

あると考えた。そこで、本校全体 

で統一した「学ぶ姿勢」を示し、 

教師が「立腰の姿勢を整えてく 

ださい」などの声かけを授業の中で行った。 

（資料１１） 

（４）教育実践報告書 

    昨年度、ＳＭＡＲＴを意識した授業実践を記録にまとめることで資質の向

上を図るとともに、教育技術を学び合う機会を設けた。また、校内研究の活

性化に資することを目的に、教員が教育実践報告書を作成した。本年度も１

年間の取組を教育実践報告書にまとめる予定である。また、県教育センター

から指導主事を招き、報告会を行うことでさらなる資質の向上を図る予定で

ある。 

２ 授業と関連性の高い家庭学習の工夫と定着を図る時間の確保について 

（１）Ｏ.Ｓ.Ｐ（おうちｓｔｕｄｙプログラム） 

   ２学期より、Ｏ.Ｓ.Ｐという取組を行った。 

Ｏ.Ｓ.Ｐとは、「おうちｓｔｕｄｙプログラ 

ム」とある通り、家庭学習を定着させるため 

の取組である。（資料１２） 

Ｏ.Ｓ.Ｐの取組では、資料１２にあるよう 

に、教科ごとにその日の家庭学習の内容を、  

生徒や教員がメモしておき、学級全体に周知   

を行う。Ｏ.Ｓ.Ｐに書きこむ課題は、短い時 

間でできるようなものにし、長時間取り組む 

ような課題は書かないようにすることや、５ 

教科以外の美術科、音楽科、保健体育科、技術 

家庭科の課題は、実技教科として１つの枠に 

資料１１ 立腰の姿勢図 

 

資料１２ 教室掲示されたＯ.Ｓ.Ｐ 
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書きこむことなどのルールを設定した。数分間できるような課題のみを書き 

こむと設定した理由として、まだ家庭学習が定着していない生徒に対して 

は、スモールステップで段階を踏んで取組を行った方が良いと考えられるか 

らである。 

また、家庭学習の「内容」だけでなく、復習、予習、生活実践等の「目的」、 

「所要時間」、提出までの「期間」も詳細に記すことで、生徒自身が見通し

をもって家庭学習に取り組むことができるように工夫を行った。 

この取組を行うことで、家庭での学習習慣づくりに加え、その日の家庭学

習で何をすればうよいのかわからない生徒や、計画的に学習を進めることが

難しい生徒への手立ても期待できる。 

そして各教科担当が、課題をしているかどうかのチェックを行い、事後指

導を行うことで、家庭学習の確実な定着を図った。 

（２）学力向上プロジェクト 

  ９月から１１月（火、水、木）の朝活動（８：１０～８：３０）の時間に、

県学力調査・共通テスト前の補充指導や基礎学力の定着のため、国語、数学、

英語、ＮＩＥ活動の学習を行った。月、金は１学期に引き続き、朝読書を行

った。それぞれの学年の教科担当者が、過去問題などから問題を選びプリン

トを準備し、指導を行った。それ以外の教員はＴ２として朝学習に参加した。

学習形態を工夫し、個人で問題に取り組んだ後、班で話し合ったり、教え合

ったりなどの課題の協働解決の場を設定した。また、班内での話合いが活発

にならない場合は班員２名が他の班へ移動して話を聞き、自分たちの班に説

明を行うことで、話合いや教え合いの活性化を促した。 

また、ＮＩＥ活動の時間には熊本日日新聞の新生面から記事を選び、視写

をした後、その記事に関する感想を書く活動を行った。（資料１３、１４） 

 

 

 

 

 

 

 

資料１３ 生徒の視写の成果物 

 
資料１４ 生徒の感想文 
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（３）朝の読書活動 

   本校では令和元年度まで朝読書の時間の設定がなく、図書の貸し出し数も

年間１０００冊に満たず、読書活動が活発とは言いがたい状況であった。ま

た、県学力調査の分析から、各教科において文章や資料を読み解いて解答す

る問題が苦手であることが本校生徒の課題として挙げられた。そこで、読書

量を増やすことによる読解力、表現力の向上をねらい、朝読書に取り組んだ。

読書が苦手な生徒からは、「どんな本を選んでいいかわからない。」「読みた

い本が少ない。」という意見があり、朝読書をさらに充実させるために、①

朝読書の図書室利用②学級文庫プロジェクト③書店での選書活動に取り組

んだ。 

 

① 図書室を利用した朝の読書活動 

学級単位で、図書室での朝読書を 

  行った。（資料１５、１６）普段、あ   

まり図書室を利用しない生徒も、よ 

り多くの本に触れ、読書の幅を広げ 

ることをねらいとした。この時間は 

貸出もできるため、図書の貸出数が 

大幅に増加した。 

② 学級文庫プロジェクト 

学級文庫の充実を図るために、家庭から読まなくな 

った本の提供を呼びかけた。生徒や教職員から１２３ 

冊もの本の提供があった。生徒集会でブックトーク方 

式で紹介し、学級文庫として活用した。（資料１７） 

③ ブックセレクト（書店での選書活動） 

図書委員会が実施した「図書室に配 

置してほしい本のアンケート」の結果 

 をもとに、図書委員の生徒が書店で実 

際に本を手にとり、購入する本を選ぶ 

活動を行った。（資料１８、１９） 

今年度は、１９５冊の本を購入し、図書 

資料１５ 図書室での朝読書 

 

資料１６ 学級への連絡カード 

資料１７ 学級文庫プロジェクトに提供された本 

資料１８ ブックセレクトコーナー 
資料１９ 書店での選書活動 
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室にコーナーを設置すると多くの生徒が利用した。 

生徒アンケートから、１か月に全く本を読んでいない生徒は減少し、朝読

書の取組が「不読」の問題に対して一定の効果を上げたということができる

（資料２０）。今後は、受験を控えた３年生の読書のありかたや読解力、表現

力の育成につなげるための読書の質の向上が課題である。 

 

 

 

３ 基本的な生活習慣の確立のための取組について 

  本校では、生徒の学力、体力を十分に発揮させるため、心身の健康を保持・増

進させることが重要だと考える。生徒が生活習慣を整え、進んで体を動かし、心

身の健康を意識して、自己管理できる力を身につけること目指している。 

 

（１）生徒会作成のスマホルール 

   生徒会では、スマホやタブレット、ゲーム機器等のメディアの使用状況に

ついてアンケートを行った。（資料２１） 

結果からは、「メディアを使用する   

ことで寝る時間が遅くなった」生徒が 

６０％程度、「勉強に集中出来なくな 

った」や「知らない人から連絡が来た 

り呼び出されたりした」生徒が３０％ 

程度いることがわかった。多くの生徒 

資料２０ 生徒の読書量の推移 

資料２１ 生徒アンケートの結果 
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がメディア使用によって生活リズムを崩し、学習に集中出来ず、よく知らな 

い人と連絡をとってしまうという危険にもさらされてしまっていることが 

わかった。これらの結果を全校生徒に紙面で報告し、自分たちが今後守って 

いくべきスマホルールを募集した後、集まった意見をもとに、「み『見逃さ 

ない 傷つける言葉 絶対に』、ふ『フィルタリング かけて守ろう 自分 

の安全』、ね『眠たいな スマホもきっと 思ってる』」（みふね）という 

本校独自の新しいスマホルールを設定した。 

    その後も、全校生徒にアンケートを 

   行い、スマホルールの徹底の状況を確 

認している。その結果から、相手を思い 

やったメッセージのやり取りはほとん 

ど全員が意識することができている 

が、フィルタリングを設定するという 

ルールや、夜遅くや長時間使用しない 

というルールの徹底が不十分であると 

いうことがわかった。（資料２２）今後 

も継続して生徒の意識確認を行ってい 

く必要がある。 

 

 （２）早寝・早起き・朝ごはんの取組 

保健委員会では、「早寝・早起き・朝   

ご飯」についてアンケート調査を行っ  

た。（資料２３）結果は、朝食の調査で 

は、毎日食べる生徒の割合が８０％程 

度で、食べることが多い生徒を合わせ 

ると、９５％程度だった。特に、１年生 

が、食べてこないことが多いことから、 

１年生は、朝のリズムがまだつかめていない生徒が多いのではないかと考 

えられた。これらの結果を生徒集会で報告し、中体連大会等で自分の目標が 

達成でき、最後まで力を出すためには生活習慣を整えることが鍵であるこ 

とを呼びかけ、生活習慣を良くする意識を高めることの大切さを発表した。      

資料２２ 生徒アンケートの結果 

資料２３ 生徒アンケートの結果 
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また、保健委員会では、健康を呼びか  

けるためのクリアファイルを作成し 

た。（資料２４）どのようなクリアファ 

イルが健康の大切さが伝わるのかを考 

え、熊本弁を入れ、御船町の観光に使わ 

れる恐竜のデザイン等を利用して作成 

した。全校生徒と御船町の６つの小学校の５・６年生にも配付し健康を意

識するようにした。 

  夏休みには、母親委員会による「わくわく朝食コンテスト」を行った。

本校の健康課題の中で、家庭と連携できる課題を「朝食」と捉え、時間の

ある夏休みに朝食を自分で作って食べることで、朝食を食べることを促す

きっかけになるようにした。（資料２５） 

自分でレシピを考えたり、作っ  

たりしたものを、２学期にＰＴＡ  

母親部会がよくできている朝食 

の表彰を行った。工夫しているこ 

とや自分で作っておいしかった 

感想などが聞かれ、食事に関心を 

持った様子が感じられた。      

 

 （３）生活習慣振り返りカード 

健康づくりの起点として、“気持ちのよい朝起き”を目指し、生活の中に

自分でできることを増やす必要があった。そのためには、生徒自身が意識し

てほしいと考え「自分で朝起きる」ことを特に意識できるようにした。 

保健委員会が行う「生活振り返り週間」では、ポイントとして、自分の生

活時間の目標を考えさせた。①起床時間を決める②自立起床の確認③メデ

ィアの使用時間④就寝時刻の決定⑤その他、自分の今週の目標を決めるな

どの５つの項目を実施した。 

目標に対して、自己評価も実施し自分の生活でできていないところをレー 

   ダーチャートでわかりやすく視覚化することにした。自己評価を行い点数化 

資料２４ クリアファイルのデザイン 

資料２５ クリアファイルのデザイン 
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することで、本人の感想にも反省としてレーダーチャートで落ち込んだ部分 

が記入されていることが多い。（資料２６） 

    メディアの使用時間の目標については、長時間の使用が当たり前になってい

る生徒もおり、生徒と話をしながら個別の指導も必要になっている。 

 

（４）教育講演会の実施 

７月に生徒の基本的生活習慣の育成を図 

ることを目的に健康講話を実施した。 

講師の東北大学加齢医学研究所の川島隆 

太所長により「基本的生活習慣が君たちの 

未来を決める」と題して講話をいただい 

た。（資料２７）“人の心を知る”興味か 

ら脳の研究をされたことや、「脳の発達」 

の研究について科学的に説明があった。 

朝食の大切さ、睡眠の大切さ、スマートフォンの危険性など科学的に説明が

あり、生徒の心にしっかり残った様子だった。     

また、「夢輝き！教育講演会」として、人生の先輩から自らの経験や夢の

実現に向けての取組などを紹介していただいた。第１回は、御船町の藤木正

資料２６ 生活振り返りシートの記入 

資料２７ 講話の様子 
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幸町長から、人への感謝や寄り添う心の大切さについて話があり、御船町を

良くするためにどんどん声を発してほしいと呼びかけられた。（資料２８） 

第２回は、元陸上選手の中尾有沙さんに講話をお願いした。練習中の事故

で両足を動かすことができなくなり車いす生活になられたが、車いすでパラ

リンピックを目指し、果敢に自分の夢に向かってチャレンジし続けられてい

た。中尾さんの前向きな姿や話から、夢を持つことの大切さを伝えていただ

いた。（資料２９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）エンカウンターの実施 

    生徒の仲間づくりや他者との関わりを上

手くするエンカウンターの時間を設定し

た。月１回「ゆうあいタイム」として、放

課後１５分間のエンカウンターを実施し、

お互いの価値観の違いを感じることや他者

理解を深めるなど、意図的にコミュニケー

ションを増やす取組を実施した。（資料３０）        

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

（１）仮説（１）に関する成果 

   ＳＭＡＲＴを意識した授業実践について、生徒に「１時間の授業ごとに『で 

きた』『わかった』『興味が高まった』と感じることが、いつもできていると 

思う教科に○をしてください」というアンケートを行った。（資料３１、３２） 

結果として、５月と１１月のアンケート結果を比較すると、多くの教科で 

資料２８ 御船町町長講話 資料２９ 中尾有沙さんの講話 

資料３０ エンカウンターの様子 
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   １１月のアンケート数値が５月のアンケート数値を上回っていることがわか 

る。特に、１年生の数学、音楽、体育、２年生の国語、理科、体育、３年生 

の美術、体育、技術では１０％以上の増加があることがわかる。また、国語、 

数学、美術、体育、技術の４教科に関しては、全ての学年において数値が増 

加しており、授業改善が進んだことがうかがえる。 

ここで、５月と１１月のアンケートにおいて顕著な伸びが見られた２年生

の国語と理科について分析する。授業を担当する２人の教員に対するインタ

ビュー調査の結果、この２つの授業の共通点として、それぞれワークシート

を配付し、その時間に学んだことを振り返りとして記入させ、毎時間添削を

行って次の授業までにフィードバックしていることがわかった。また、振り

返りを記入させる際には、「Ａ・Ｂ・Ｃ」といった評価基準を明確に示し、「め

あて」の達成度が具体的な形でわかるように工夫していることがわかった。 

この取組により、生徒は何がどの程度達成できればめあてが達成できたこ

とになるのかを詳細に理解した状態で振り返りに臨み、それに対して素早く

フィードバックを受けることで「わかった」、「できた」、「興味が高まった」

という実感を高めていったと考えられる。すなわち、評価基準を教師がもっ

ておくだけでなく、それを生徒に具体的に提示し、理解させることが、生徒

の自己評価能力の向上につながり、「わかった」、「できた」、「興味が高まった」

と実感するきっかけとなったと推測される。このことは、ただ単にめあてを

提示したり、たしかめを行うことに留まらず、どのようにめあてを意識づけ、

どのようなたしかめを行えばより効果的なのか考える上で有益であり、ＳＭ

ＡＲＴな授業実践をさらに深化させるための手がかりとなると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料３１ 

1 時間の授業ごとに「できた」「わかった」「興味が高まった」と感じることが、いつもできていると思う教科 

（令和 3 年 5 月 7 日実施） 
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（２）仮説（２）に関する成果 

   資料３３は、平日の家庭学習時間に関する、昨年度と今年度のアンケート結 

  果を比較したものである。 

 

 ２時間以上 １～２時間 ３０分～１時間 ３０分以下 していない 

中学 

１年生 

今年度 17.7% 50.4% 29.1% 2.8% 0% 

昨年度中１生 11.6% 31.9% 50.0% 5.11% 1.4% 

中学 

２年生 

昨年度(中 1時) 11.6% 31.9% 50.0% 5.11% 1.4% 

今年度 8.0% 35.2% 52.0% 3.2% 1.6% 

昨年度中 2生 16.1% 39.4% 33.6% 8.0% 2.9% 

中学 

３年生 

昨年度(中 2時) 16.1% 39.4% 33.6% 8.0% 2.9% 

今年度 65.2% 25.2% 8.1% 1.5% 0% 

昨年度中 3生 49.5% 33.3% 12.4% 2.9% 1.9% 

 

 

       この資料からわかるように、経年比較した場合、現中学２年生は、昨年度 

（中学１年生時）と比べて「１～２時間」と答えた割合が増加している。また、

現中学３年生は、昨年度（中学２年生時）と比べて「２時間以上」と答えた

割合が大きく増加している。受験を迎える学年ということもあるが、昨年度

資料３２ 

1 時間の授業ごとに「できた」「わかった」「興味が高まった」と感じることが、いつもできていると思う教科 

（令和 3 年１１月１日実施） 

資料３３ 平日のどれくらい家庭学習をしているか 

（令和３年５月７日実施） 
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の３年生と比較しても「２時間以上」と答えた割合が増加し、「３０～１時

間」、「３０分以下」、「していない」と答えた生徒の割合が減少していること

から、家庭学習習慣が定着してきたといえる。ただし、中学２年生において

は、「２時間以上」と答えた割合が減少し、「３０分～１時間」と答えた生徒

の割合が増加している。この点は課題として後ほど述べることとする。 

 

（３）仮説（３）に関する成果 

生徒アンケートの「昨日、何時に寝ましたか」の質問項目の昨年度と今 

年度を比較すると、１年生と２年生において、１１時までに就寝すると答え 

た生徒の割合が増加しているとともに、９割以上の生徒が１２時までには就 

寝していることがわかる。（資料３４、３５）先の学習意欲に関わる数値が 

向上していたことと重ねて考えると、基本的な生活習慣の確立が学習意欲の 

向上にもつながったと推測できる。しかし、３年生を見てみると、１２時以 

降に就寝すると答えた生徒の割合が増加しており、この点に課題が見られる。 

このことについては後ほど詳述したい。 

 資料３４ 昨日、何時に寝ましたか（令和 2 年 11 月 26 日実施） 

資料３５ 昨日、何時に寝ましたか（令和 3 年 11 月 1 日実施） 
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 ２ 課題と今後の志向 

（１）仮説（１）について 

    生徒アンケートの「１時間の授業ごとに『できた』『わかった』『興味が高

まった』と感じることが、いつもできていると思う教科に○をしてください」 

の項目において、多くの教科で増加傾向にあったが、過半数を超えない教科 

や減少傾向にある教科もあった。学習内容や教科の特性にもよるが、今後は

ＳＭＡＲＴな授業実践を行うことは前提としつつ、生徒が具体的に授業中の

どのような場面で「できた」「わかった」「興味が高まった」と感じているの

か、また、それを促したのは授業や教師のどのような要素なのか、その内実

を詳細に調査する質的な研究の蓄積が求められる。例えば、Ｔ（たしかめ）

であれば、どのようなＴ（たしかめ）を行うことが、生徒の「できた」「わか

った」「興味が高まった」と感じることにつながるのかについて、また、なぜ

そうなったのかなどについて、授業記録の分析やインタビュー調査なども活

用することで詳しく追究していきたい。 

 

（２）仮説（２）について 

平日の家庭学習時間に関する、昨年度と今年度のアンケート結果を比較し 

たところ、中学２年生においては、「２時間以上」と答えた割合が減少し、「３

０分～１時間」と答えた生徒の割合が増加している。中学２年生は、学校生活

にも慣れ、学ぶ意味や目的を見失いがちな学年である。その中で自ら課題を見

つけ積極的に学習に取り組む生徒を育てるという観点からすれば、「授業と関

連性の高い課題の工夫」は、必要最小限の課題（宿題）に取り組むという点で

は一定の成果を上げることができた反面、宿題以外に主体的に課題を見つけ

学習に取り組むことへのつながりは薄かったと推測される。今後は、受験や定

期試験といったもの以外で、学ぶことそのものの意味や目的を実感できる授

業づくりを行うことで、学校教育目標である「夢の実現に向けて共に努力する

生徒の育成」を図りたい。すなわち自己のキャリア形成と関連付けた学習習慣

づくりである。学習指導要領においても、「主体的な学び」は「学ぶことに興

味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しをも

って粘り強く取り組み、（中略）次につなげる学び」と定義されており、学ぶ

ことそのものへの動機付けが今後求められるところである。 
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（３）仮説（３）について 

基本的な生活習慣の確立という点から、３年生では、１２時以降に就寝す

ると答えた生徒の割合が昨年度と比較して増加している。これは仮説（２）

に関する成果でも述べたとおり、３年生の家庭学習時間が大きく増加したこ

とによると考えられるが、資料から３年生の「できた」「わかった」「興味が

高まった」と答えた生徒が５０％を下回る教科が複数あることから、より「早

寝・早起き・朝ごはん」などの基本的な生活習慣、スマホルールの遵守など

を徹底し、学校での授業に集中できる環境を整えなければ、「できた」「わか

った」「興味が高まった」という実感にはつながらないと考えられる。 


